
子宮頸がん予防（HPV）ワクチン
副反応議論の疑問

ヒトパピローマウイルス（HPV）ワクチン
（子宮頸がん予防ワクチン）接種推進に向けた

関連学術団体の見解
（2016.4.18）

海外の文献で

CRPS（complex regional pain syndrome）
複合性局所疼痛症候群

POTS（postural orthostatic tachycardia syndrome）
体位性起立性頻拍症候群

HPVワクチンの因果関係はないと結論

http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000125164.html

厚生科学審議会
(予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会)

海外のデータを
根拠にしていいのか

サーバリックスの失神に関連する副反応資料
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000129775.html

国内 海外

「意識消失」、「失神」、「失神寸前の状態」、
「ショック」、「神経原性ショック」、
「意識レベルの低下」、「意識変容状態」
に該当する副反応の発現例

902 例

発生率
12.89 例/10万接種例

1,853 例

発生率
2.98 例/10万接種例

このうち、意識消失のあった症例

622 例

発生率
8.89 例/10万接種例

1,375 例

発生率
2.21 例/10万接種例
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人種で異なる副作用発現頻度の差

HIVの治療では事前のHLA検査は常識

http://glaxosmithkline.co.jp/data/data7/pdf/revision/R1000315.pdf

〈改訂理由：要約〉
この度、HLA-B*5701 対立遺伝子のス
クリーニングを実施し、アバカビルによ

る過敏症の発現頻度についてプロスペ
クティブに検討した海外試験の結果、
アバカビルの投与開始前に HLA-
B*5701 対立遺伝子をスクリーニング

し、この対立遺伝子を有している患者
へのアバカビルの投与を避けることに

より、過敏症の発現頻度が低下するこ
とが示されました。
一方、日本人 HIV 感染症患者におけ
るアバカビルによる過敏症を発現した
症例は 7 例（1.3%）のうち 6 例につい
ては HLA が調べられていましたが、
HLA-B*5701 対立遺伝子を保有して
いませんでした。


